
マウス、ラット各血清から Protein L-Agarose HC-S を用いて IgG を精製し、その収量と純度
を求めた。その結果、10 mL 血清からマウスでは 27 mg/mL gel 、ラットでは 22.9 mg/mL gel 

の IgG をそれぞれ精製できることがわかった。
また溶出画分を電気泳動にて純度チェックしたところ、精製純度は良好であった。

精製の流れ

電気泳動結果

Protein L を用いた
マウス・ラット血清からの IgG 精製

アプリケーションデータ No.44

各血清

（10 mL/mL gel）

↓

PBS にて 3倍希釈

↓

Protein L HC-S に添加

↓

振とう （25℃, 1時間）

↓

洗浄 (PBS)

↓

0.1 M Glycine-HCl (pH 2.5) 溶出

SDS-PAGE
ゲル：15 % (Tris-Glycine)
染色：CBB

レーン 1 : Serum
レーン 2 : Flow through
レーン 3 : Eluate
レーン 4 : MW marker 
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